











京 都 工芸繊 維 大 学 附属 図書 館 には,近 年,外 国 図 書 大型 コ レク シ ョ ンと して購 入 さ れた 貴
重 な資料 が数点 あ る。特 に グ ラ フ ィ ックデ ザ イ ン に関 す る もの で,い ず れ も19世紀 末 か ら20
世 紀初 頭 に かけ ての稀 覯 本 で あ る。 こ れ らの資 料 は現 在 わが 国 では 入 手す る事 が極 め て困難
で あ る と思 われ る。 この誌 上 で の紹 介 を機 会 に,さ らに広 い関係 分野 での 活 用 が望 ま れ る。
資 料1昭 和56年度購 入
THEPOSTER
『tス ター』 誌 は1898年6月か ら1901年5
月 まで イギ リスで 発 行 され た ポ ス ター 専門 の
月刊誌 で あ る。6巻33冊 か ら な る図 版 の 豊富
に入 っ た美本 で あ るが,最 後 の4巻 は 『ア ー
ト ・コ レ ク ター』 誌 と合 併 して 出 さ れて い て,
形 も大 型 にな って い る。 本 誌 の編 集 は 自国 の
イギ リス が中心 に なっ て い る こ とは い うま で
もな い が,創 刊 号 で の ミュ シ ャや,そ の後 の
号 で数 多 く取 りあげ られ てい る シェ レ,ロ ー
トレ ック な どの他 国 の ポ ス ター作 家 が積 極 的
に紹 介 され て い る。収 録 され て い るの は ボ ス
ター に と どま らず,絵 は が き,カ ー ド,ブ ッ
クデザ イ ンな ど多岐 に わた り,グ ラ フ ィ ック
の総 合 的 な視 野 に立 っ た編 者 の見 識 には,今
な お称賛 して余 りあ る もの が あ る。 そ の他,
評 論 や イ ンタ ヴュ ー,展 覧会 や コ ンペ テ ィシ
ョンの情 報 も,多 彩 な執筆 陣 に よっ て重 量 感
ヤ ン ・ トー ロ ップ
「イ ン ・デ ン ・ネ ー ヴ ェル 」1898年
デ ル フ ト市 研究 紀 要 表 紙
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の あ る もの に な って い る。 専門 の研究 者 に と って は,最 も貴 重 と思 わ れ るポ ス ター 関係 の 文
献 目録 も,単 行 本,パ ンフ レ ッ ト,雑 誌,新 聞 な ど か ら入 念 に抽 出 され た もので,得 が た い
資料 と なっ て い る。
資料II昭 和57度購 入
「MAINDRON,ERNEST・LesAffichesillustrees」
E・ メ ン ドロ ン編 著 『絵 入 りポス ター』 は1886年か ら1897年に か け て刊 行 された,近 代 ボ
ス ター の初 期 に おけ る貴 重 な文 献 で あ る。
第1巻 は ポ ス ター前 史,第2巻 は1890年代 の フ ラ ンス のポ ス ター を 中心 に,第3巻 は フ ラ
ンス以 外 の ヨー ロ ッパ 諸 国 の ポ ス ター を扱 った もの で,以 上 の3巻 で構成 され て い る。
石 版 で刷 られ た図版 は,保 存 状 態 が極 め て 良好 で あっ たの かほ とん ど変色 して い ない。 シ
ェ レ,グ ラ ッセ,ロ ー トレ ッ ク,ミ ュ シ ャ な どの1890年代 の フラ ンスの ポ ス ター 作家 をは
じめ,ク レイ ン,ビ ア ズ リー,マ ッキ ン トッ シュ な どの イギ リス の ポ ス ター作 家 の作 品 も数
多 く収 録 され て い る。 その他 ベ ルギ ー,オ ラ ンダの アー ル ・ヌー ヴ ォー期 のtス ター作 家,
ドイ ツのユ ー ゲ ン トシ ュテ ィル期 の ポ ス ター作 家,オ ー ス トリア の分 離派 の ポス ター作 家 な
ど,近 代 ポ ス ター史 上 重 要 なも のが 多 く見 うけ られ る。図 版 以 外 の解 説 も,ボ ー エ ン ・ラ ・
フ ォル グ,マ イヤ ー ・グ レ ェー フ ェ らの執筆 者 に よ って,世 紀 末 芸 術 の動 向 がつ ぶ さに紹 介
され て い る。 興味 深 い こ と に,こ の執 筆 陣 には 日本 人 画商,林 忠 正 が加 わ っ て いて 日本 論 を
展 開 して い る。 これ は当 時 の ジ ャポ ニ ズ ムの風 潮 を反映 した もの と して注 目 に あた い す る。
資料1,資 料IIとも に京 都工 芸繊 維 大 学 美術 工 芸 資料 館 が所蔵 す る一群 の世 紀末 ポ ス ター




資 料 皿 昭 和58年度 購 入
「JANTOOROP」の ブ ッ クデザ イ ン
ヤ ン ・トー ロ ップ は,オ ラ ンダの世 紀 末 か ら20世紀 初 頭 にか け て活 躍 した象 徴派 の画 家 で
あ る。
彼 が 生育 した ジ ャワ の東洋 的 な影響 の強 い特 異 な画風 は,当 時 の象 徴主 義 の人 々 に大 きな
衝 撃 を与 え た。 彼 は画 家 で あっ た と同時 に グ ラフ ィ ッ クデザ イナ ー と して ポ ス ター,装 丁,
イ ラス トレー シ ョ ンに数 多 くの仕 事 を残 して い る。今 回本 学 が購 入 した一 群 の 資料 は,ブック
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デ ザ イ ン を中心 と した珍 しい ものば か りで あ る。 わ が国 で は,世 紀 末 芸 術 あ る いは ア ー ル ・
ヌ ー ヴ ォー に関 す る研 究 は,一 般 的 に特 定 の 芸術 家 を対 象 に した もの が多 い。 ヤ ン ・ トー ロ
ップ の存 在 は それ らの 中 で極 め て重 要 な位 置 を 占め て いた に も かか わ らず,そ の作 品,特 に
エ デ ィ トリア ル な分野 に関 す る もの は あま りよ く知 られて い な い。 もと も とわ が国 に この種
の 文献 な らび に資 料 は稀 有で,こ のよ うな ま と まっ た コ レ ク ショ ンは世 紀末 の デザ イ ン研 究
上 待望 久 しか っ た もの で あ る。 この コ レ クシ ョンの購 入 を機 会 に,アン リ ・ヴ ァ ン・デ ・ヴ ェ
ル デ,ヤ ン ・トー ロ ップ らの ベ ルギ ー,オ ラン ダ にお け る象徴 派 や ア ー ル ・ヌ ー ヴ ォー の 研
究 が い っ そ う深 ま る こ とを期 待 した い。
1.テ ァ トル ・ルー ヴ ルで の 「救 わ れた ヴ ェニ ス」1895年,ポ ス ター
2.「 デ ・ア ルベ イ ト」1901～2年,文 芸 美術 雑 誌
3.水 彩 画展 の た め のパ ン フ レ ッ ト'1904年
4.「 バ ベ ル」L・ コ ウペ ル ス 装 丁
5.厂 イ ン ・デ ン ・ネ ー ヴ ェル」1898年,デ ル フ ト市研 究 紀 要 装 丁
6.「 詩 とソ ネ ッ ト」B・ 「J・ユ タ:・.年 装 丁
7.「 詩 集」J・ マ エ ル ラ ン ト1894年 装 丁
8.「 ニ ィメ ヒ ェ ン市 公式 教 会堂 案 内 」1908年 装 丁
9.「 エ ヒデ ウ ス ・オ ン ・デ ・ヴ レムデ リ ンク」W・G・ フ ァ ン ・ノ ウ ヒュ イ ス1899
年 装 丁
10.「ヤ ン ・トー ロ ップ伝 」A・ プ ラ シ ャエ ル ト1925年
11.「ヴ ァ ン ・ヌ ・オ ン ・ス トラ クス」 文芸 美術 雑 誌1893～4年
(濱野 節 朗)
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